
 1

「公共住宅屋外整備工事積算基準」Ｑ＆Ａ 

職種 （  ）編、（  ）頁  質問 回答 

屋外整備 １編 １頁 1.1.2 適用範囲 

[ (注)※１ 敷地内道路、宅

地造成、造園植栽等の小規

模な土木工事等は、屋外整

備工事に含む。] 

 

① この注意書きを記載している意図がよ

く分からないが、記載するのであれ

ば、他工種の積算基準（少なくとも建

築工事積算基準には）にも記載すべき

では？ 

 

②また、[宅地造成は屋外整備工事に含

む]と記載があるのに、平成１９年度版には

あった「敷地造成工事」の項目を削除した

のは何故か？ 

 

 

①今後の改定時に検討します。 

 

 

 

 

 

②仕様書改定において、平成 22 年

度より建築工事に付随する屋外整備

工事をイメージする共通仕様書の表

記に改定があり、平成 19年度以前の

土木工事を基本とする表記の改定が

行われております。発注方法も考慮

し、個別に発注する場合は、土木工

事も考慮していただきたい。 

 

屋外整備 ３編 ４２頁 

 

[２節 土工事] 

 

平成１９年度版には掲載されていて、平成

２３年度版から削除された「掘削積込」「積

込み」「掘削押土」「敷地整地」「構内敷均

し」などは、「建築積算基準」にも「市場単

価」にも掲載が無いが、何故抹消したの

か？公共住宅の建設では当然発生する項

目ではないのか？ 

 

上記内容も踏まえ、積算基準として

は、建築工事で使用する項目や単価

を基本に積算することを基本とした改

定を行いました。  
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屋外整備 ３編（単価）４８頁 [単価表 例] 

 

「ﾊﾞｯｸﾎｳ運転 0.45m3」「ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ運転 6t」

「振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 0.8~1.1t」「ﾀﾝﾊﾟ運

転 60~80kg」の「機械運転単価表（機械損

料＋燃料＋運転手等）」の掲載が抜けてい

るのでは？「建築積算基準」にもそれらの

掲載は無い。 

 

掲載する歩掛の根拠等については、

検討できる資料がありますが、現行

の関連基準において掲載がない状況

となっており歩掛設定は控えさせてい

ただきたいと思います。今後、基準の

修正も含め検討いたします。 

屋外整備 ３編 ４９頁 2.9.3.4-2 

バックホウ運転時間(TB) 

バックホウ運転時間(TB)の「機械運転単価

表」の掲載無し。 

（山積 0.13m3、山積 0.28m3、山積 0.45m3、

山積 0.8m3） 

掲載する歩掛の根拠等については、

検討できる資料がありますが、現行

の関連基準において掲載がない状況

となっており歩掛設定は控えさせてい

ただきたいと思います。今後、基準の

修正も含め検討いたします。 

屋外整備 ３編（単価）５０頁～  平成１９年度版に掲載のあった「ﾏﾝﾎｰﾙや

雨水･汚水桝の施工例の図や歩掛の構成

表」は何故削除したのか？大変分かりや

すく使い勝手が良かったのだが。人工数や

基礎砕石費率・諸雑費率の表だけでは、

非常に分かりづらい。 

掲載する資料にあたり、検討できる

資料がありますが、現行の関連基準

において掲載がない状況となってお

り歩掛設定等は控えさせていただき

たいと思います。 

屋外整備 ３編（単価）５９頁 [単価表 例] 

 

「路盤工 人力敷均し」の中に「小型ﾊﾞｯｸﾎ

ｳ運転 山積み 0.11m3 運転」が計上されて

いるが、それの「機械運転単価表」の掲載

が抜けているのでは？「建築積算基準」に

もそれの掲載は無い。 

掲載する歩掛の根拠等については、

検討できる資料がありますが、現行

の関連基準において掲載がない状況

となっており歩掛設定は控えさせてい

ただきたいと思います。今後、基準の

修正も含め検討いたします。 
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屋外整備 ３編（単価）６４頁 [単価表 例] 「ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 歩道」ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ運

転の規格欄の「ｸﾛｰﾗ型 1.4~3.0」が抜けて

いる。 

 

ホイール型 1.4～3.0m に修正しま

す。 

屋外整備 ３編（単価）６７頁 アスファルト舗装工における

機械運転単価表 

 

[振動ﾛｰﾗ] 

「機械賃料」ではなく「機械損料」では？ コンバインド型は賃料、ハンドガイド

型は損料なので、賃料が正しいで

す。 

屋外整備 ３編（単価）７３頁 2.10.6 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ工 

2.10.6.1 適用範囲 

 

2.10.6 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ工←「舗装工」若しく

は「工事」では？ 

 

2.10.6.1 適用範囲 

「本歩掛りは、歩道における透水性ｱｽﾌｧﾙ

ﾄ舗装工事に適用する」と歩道に特化した

項目となっており、車道の透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ

舗装工に関しては、2.10.4 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工

を適用することになると思うが、何故このよ

うな構成なのか？「ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工」→「安

定処理工」→「透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工」の

掲載順は構成としておかしいのでは？ 

 

2.10.6 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工に修正

します。 

 

基準の修正も含め検討いたします。 

屋外整備 ３編（単価）８０頁 2.10.7.3 施行歩掛（人力施

工） 

[4.使用材料] 

 

「10.7.2 ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物」ではなく「10.7.2-4 

使用材料」と思われる。 

 

 

2.10.7.2-4 排水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物に

修正します。 
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屋外整備 ３編（単価）８１頁 [単価表] 

 

①摘要欄に「機械施工」の記載無し。 

特殊作業員「1×100/D」ではなく「3×

100/D」では？ 

②普通作業員「1×100/D」ではなく「6×

100/D」では？ 

「砂散布」の規格欄に「8~20t」の記載がさ

れてしまっている。 

③瀝青材料の数量が抜けているが、43Ｌ

の記入で良いのでは？ 

 

① 機械施工と加筆します。 

「3×100/D」が正とし修正します。 

 

②「6×100/D」が正とし修正します。 

「8~20t」は、タイヤローラ運転 

のことで正しい規格に修正します。 

 

③瀝青材料は、散布を行わない場合

があるので記載しておりません。 

屋外整備 ３編（単価）８５頁 2.10.9.1.2-2 日当たり施行量

(注) 5） 

「5)再使用する場合の撤去歩掛は、上記施

工量の２倍とし～」とあるが、２倍で正しい

のか？ 

 

２倍を正とします。 

屋外整備 ３編（単価）８５頁～  平成１９年度版に掲載のあった「Ｌ形側溝

等の施工例の図や歩掛の構成表」は何故

削除したのか？大変分かりやすく使い勝

手が良かったのだが。人工数や基礎砕石

費率・諸雑費率の表だけでは、非常に分

かりづらい。 

 

掲載する資料にあたり、検討できる

資料がありますが、現行の関連基準

において掲載がない状況となってお

掲載は控えさせていただきたいと思

います。今後、基準の修正も含め検

討いたします。 

屋外整備 ３編 （単価）９８頁 

 

[単価表 例] 

 

八ツ掛（丸太）、「L=6~7m」の記載無し。杉

丸太の規格「長 6.3m×中径 6 ㎝」の誤り。

 

 

修正いたします。 
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屋外整備 ３編（単価）１０１頁 2.11.2.4 堀取の 1.施工歩掛

り 

2.11.2.4 堀取の 1.施工歩掛り、「100 本当

り」の記載無し。 

 

表に「100 本当り」と記載します。 

屋外整備 ３編（単価）１０４頁 2.11.3 芝張り、吹き付け 

は種及び地被類 

2.11.3 芝張り、吹付けは種及び地被類 

の項目の中に「客土工」も掲載していただ

きたい（要望）。 

掲載する歩掛の根拠等については、

検討できる資料がありますが、現行

の関連基準において掲載がない状況

となっており歩掛設定等は控えさせ

ていただきたいと思います。 

 

屋外整備 ３編（単価）１０７頁 [2.11.4.2.3 胴込・裏込コンク

リート、裏込材工] 

 

① 胴込・裏込コンクリート投入打設歩掛り

「注 3) 養生が必要な場合は、「4 節 コンク

リート工事」による」とあるが、「4 節コンクリ

ート工事は、「公共住宅建築工事積算基

準」に準ずる」とあり、「公共住宅建築工事

積算基準」の P86「５節コンクリート工事」に

は、養生についての記載無し。 

②胴込・裏込材投入歩掛り 

バックホウ運転 山積 0.8m3 の「機械運転

単価表」の掲載無し。P108 も同様。 

 

① 基準の修正も含め検討いたしま

す。 

 

 

 

歩掛の根拠については、検討でき

る資料がありますが、現行の関連

基準において掲載がない状況とな

っており歩掛設定は控えさせていた

だきたいと思います。今後、基準の

修正も含め検討いたします。  

      

屋外整備 ３編（単価）１１０頁 諸雑費規格欄 「(労務費)×21％」の位置ずれ。 

 

諸雑費の行に修正します。 

 

 


